
2024 年 第 28回ヴェラシスカップ   

2024 THE 28th VELASIS CUP 
 
開催地  神奈川県横須賀市西浦賀 シティマリーナヴェラシス 
日程   2024年 11月 17日（日） 
主催   株式会社ユニマットプレシャス 
運営   シティマリーナヴェラシス内 第 28回ヴェラシスカップ実行委員会 
  

帆走指示書 
 
0. 艇長会議 
艇長会議は行わない。 
レース委員長による動画説明を、シティマリーナヴェラシスの公式ホームページで確
認すること。 

 
 
１. 適用規則 
  1-1． セーリング競技規則2021-2024 
  1-2． 日本セーリング連盟規定。但し規定5は適用しない。 
  1-3． 本帆走指示書 
 
  
２. 競技者への通告 
  2-1.  陸上での通告は、シティマリーナヴェラシスのクラブハウスフロント付近に 
      設置する公式掲示板に掲示する。 
  2-2.  海上での通告は、本部船にL旗を掲揚し、口頭で行う。 
 
 
３. 帆走指示書の変更 
  帆走指示書の変更がある場合は、11月 17日（日）09:00までにシティマリーナヴェ
ラシスのクラブハウスフロント付近に設置する公式掲示板に掲示する。 

  ただし、レース日程に変更がある場合は、参加申込書に記載されている連絡先に電話 
  かメールで通知し、シティマリーナヴェラシスの公式ホームページでも通知する。 
 



４. 参加艇の義務 
  4-1.  レース参加艇は防水対策を施した携帯電話を2台用意し、その電話番号を参加 
      申込用紙に記載すること。 携帯電話用予備バッテリーを搭載すること。 
  4-2.  本部船にY旗が掲揚されていない場合でも、少なくともレース予告信号前から  
      レースが終了するまでのあいだ、乗員全員ライフジャケットを着用すること。 
    4-3.  スタートしない艇、レースを棄権した艇、レース中に事故を起こした艇は速や 
        かにレース本部にその旨を連絡しなければならない。 
  4-4.  海上エントリーを行なうこと。スタートの15分前までに、メインセールを揚

げた状態で、本部船の横をスターボードタックで通過し、本部船から出走の
確認を受けなければならない。 

 
 
５. レース日程 
2024年 11月 17日（日） 

   11：25 予告信号 
      11 : 30  スタート 
   15：00 タイムリミット 
 
 
6. レース旗 
  参加艇は、少なくとも予告信号前からフィニッシュするまでの間、主催者から配布さ 
  れるレース旗を、デッキから1.5m以上の高さで、バックステイもしくはポールなどに 
  掲揚すること。レース旗は、レース当日、マリーナフロントにて配布する。 
   
 
7.  帰着申告 

レース終了後、マリーナに帰着したことをマリーナフロントに報告してください。参
加艇の皆様の安全管理のためです。ご協力のほど、お願い致します。 

 
 
8． クラス 
  クラス分けは行わない。 
 
 
 
 



9. コース 
浦賀沖と三浦海岸沖の間の海面に設置する、約9海里の往復コース。 
 

  9-1.  三浦海岸沖スタート 
→笠島浮標（左舷に見て通過） 
→香山根灯浮標の東側沖に設置するマーク(反時計回り) 
→笠島浮標（右舷に見て通過） 
→三浦海岸沖フィニッシュ 

 
  9-2.   スタートライン／フィニッシュライン、香山根灯浮標の東沖に設置するマーク

のおおよその位置 
1, スタートライン／フィニッシュライン 
北緯  35° 11’ 04” 

             東経 139° 42’ 11” 
 

2, 香山根灯浮標の東側沖に設置するマーク 
北緯  35° 14’ 20” 

              東経 139° 45’ 05” 
＊この帆走指示書の末尾の参考図と注意点を参照のこと。 
 
 

10．マーク 
  10-1.  香山根灯浮標の東側沖に設置するマークは、黄色の円筒形のブイとする。 
  10-2.  スタートラインとフィニッシュラインの左側エンドとなるマークは、黄色 

の円筒型ブイとする。 
10-３.  10-1、10-2 のマークは、予備のブイ（濃い黄色の小型円すい型ブイ）を使

う場合がある。 
   
 
11. スタート 
   11-1． RRS.26に従ってスタートを行なう。 
       予告信号（スタート5分前） ヴェラシス旗掲揚と音響信号１声 
       準備信号（スタート4分前） P旗掲揚と音響信号１声 
       スタート1分前       P 旗降下と音響信号1声 
       スタート          ヴェラシス旗降下と音響信号1声 
 



  11-2．  スタートラインは、右側エンドとなる本部船のイエロー旗を掲揚したポール 
       と、左側エンドとなるマーク（黄色の円筒型ブイ）の間とする。 
 
  11-3．  スタート信号後4分以内にスタートしない艇は、DNS（スタートしなかっ 
             た）と記録される。これはRRS A4と A5を変更している。 
 
 
12． リコール 
   12-1.  リコール艇があった場合はX旗を掲揚し音響信号1声で通告する。 
   12-2.  X 旗はリコール艇がすべて正しいスタートを切るか、スタート4分が経過 
              した後に降下する。 
   12-3.  ゼネラル・リコールの場合は、第一代表旗掲揚と音響信号２声で通告する。 
   12-4.  ゼネラル・リコール後の新たな予告信号は、第一代表旗掲揚降下1分後に 
               発せられる。 
 
 
13． スタートの延期 
   13-1.  スタートを延期する場合はAP旗掲揚と音響信号2声で通告する。 
      13-2.  スタートを延期した場合の新たな予告信号はAP旗降下1分後に発せられ 
              る。 
 
14． フィニッシュ 
    フィニッシュラインは、左側エンドとなる本部船のイエロー旗を掲揚したポールと、 
    右側エンドとなるマーク（黄色の円筒型ブイ）の間とする。 
 
 
15． コースの短縮 
    香山根灯浮標の東側沖に設置するマークにおいて、コースを短縮する場合がある。 
    その場合のフィニッシュラインは、そのマークと、S旗を掲げたレース運営艇のポ 
       ールの間とする。 
 
 
16． 失格に替わる罰則 
    RRS第 2章の規則違反については720°回転ペナルティー、マークに接触した場合  
    は 360°回転ペナルティーを適用する。 
       



17． タイムリミット 
    2024年 11月 17日 15：00をタイムリミットとする。 
 
 
18． イベントの成立 
    タイムリミット内に1隻がフィニッシュすることでこのレースは成立する。 
 
 
19． 抗議 
    抗議は受け付けない。 
 
 
20． 成績の算出方法 
 20-1. 主催者が定めるレーティングによって、Time on Time 方式で修正結果を 

出する。 
   20-2. 修正タイムが同じ時間になった場合は、レーティングの低い艇を上位とする。  
 
 
21.   賞 
   ファーストホーム賞 
   総合優勝、総合２位、総合３位 
   シティマリーナヴェラシス所属艇クラス １位、２位、３位 
 
 
22    責任の所在 

このイベントの参加者と参加艇所有者のすべては、このイベントに参加することに
よって、セーリングには危険があり、自艇の操船ミス・他艇の操船ミス・参加者自
身の判断ミス・海況悪化などによる死亡・心的障害・身体的障害・艇の沈没・艇の
損傷などを含めた重大事象が伴う危険なスポーツであることを認め、それらすべて
についての責任を、参加者と参加艇所有者自身で負うことに同意したことになる。 
主催者ならびに関係諸団体と運営者は、イベントの前後・イベント中に生じた参加
者および参加艇の死亡・心的障害・身体的障害・沈没・損傷などについて、いかな
る責任も負わない。 
 
 
 



23． レース本部連絡先 
    シティマリーナヴェラシス内 第 28回ヴェラシスカップ実行委員会 
    〒239-0824 神奈川県横須賀市西浦賀４-１１-５ 
    Tel: 046-844-2111   Fax: 046-844-9572 
  



2024年 第 28回ヴェラシスカップ帆走指示書 参考図 
 
◎ 各マークの位置イメージ 

 
 
◎ 安全上の注意点 
 
１、この帆走指示書で示したスタート／フィニッシュライン、香山根灯浮標の東側沖に設置
するマークブイの位置に遊魚船群がいる場合などは、その位置を少し移動することがある。 
 

２、笠島ブイと、その西側にあるアシカ島との間には、非常に危険な暗岩が2つある。この
暗岩は海図にも記載されている。参加艇自身の責任で確認し、笠島ブイとアシカ島との間の
海域には、絶対に侵入しないこと。 
 
３、スタート／フィニッシュラインと笠島ブイを結ぶ線上の三浦半島側には、水深が浅い海
域や横須賀港域がある。参加艇自身で海図を確認し、参加艇自身の責任で注意すること。 
 
４、神奈川県の久里浜港と千葉県の金谷港とを結ぶ東京湾フェリーと行き交うときや、漁労
中の漁船の近くを通るときなどは特に、参加艇自身の責任で、安全に留意して帆走すること。 
 


